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有限会社類農園は、株式会社類設計室の農園事業部
として1999年に農業に参入しました。2014年に農産
物直売所を開設するとともに、奈良県内外の生産者約
600人が類農園の流通網を活用して農産物を直売所等
に出荷しています。

2024年に類農園事業25周年を迎えたことを契機に、
2026年4月に「21世紀型の就農定着と担い手づく
り」を目指し、生産/流通/滞在の機能を備えた「農と
学びの共創拠点 VUTAI」をグランドオープンしまし
た。

関係人口の創出や次世代の担い手育成を目指し、
宇陀市をフィールドに生の生産現場でしか触れる
ことのできない農業・食のリアルを体験できるプ
ログラムをスタートしました。

周辺の農家や事業者、行政とも連携し、ここで
の本物の体験を通じて、1次産業に興味を持って
もらうきっかけになったり、最終的にはこれから
の担い手の育成に寄与していくことを目指してい
ます。

次世代に向け、農業と教育を通じて、共創・協働がはじまる場を目指す

地域の「未来」を拓く場所へ

類農園が目指すのは、地域内外の農業者、他業
界の様々なプレーヤーが共創によりつくられ、盛
り上がる地域の姿です。若手（20～30代）が多
く、女性も活躍している組織そのものが体現する
ように、今後いっそう力を入れたいテーマとして
掲げるのが「地域を担う人材育成」です。

具体的な取り組みとして、「農と学びの共創拠
点 VUTAI」を活用し、新規就農者とベテラン生
産者が、農業技術の追求から販売のノウハウまで
意見交流のしやすい空間を整備。さらに、直営直
売所を通じて消費者と生産者との交流及び農業体
験や農作業ツアーも構想しています。

類農園は、“担い手＝就農者”に限定しない関わ
り方を模索し、農業関係人口を増やすことで、農
業教育体験や農村づくり体験をさらに拡充した
「21世紀型の就農定住」を目指します。

21世紀型の就農定住のかたち
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人が集まる、人を育てる、事業を興す。

「農と学びの共創拠点VUTAI」

農業体験の様子

「農と学びの共創拠点 VUTAI」を起点に新たな活動をスタート


